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8.DDT液剤中の p,p′-DDT の定量について (DDT の定量に関する研免 弟 女報)
沢田昌之 ･高野武史助 ･大LIJ稔 (京都大学化学研究所武原研究鼓)弧 2.28受理
我利息さきにD工)T原未申の有効成分p,p′-DpT
の含有敦を股塩酸反舟に依って定盤す恵方触 発盈L 酸場数授妃輝く御礼取上げるQ倍率耐寒郎 党帝





熱 こよ{)盛 T)PT のか テル刷 掩打った稜本位漁
法を壇mする敬 二伐って1ヨ的が遷せられるO髄にDnT




















さきに nitr｡mcthaneは partiti(}nchr｡1-m t･L
graplyの immobilesolve一紙 として班川副L3)n-
hexarleに極めて比かLか翻 li･せず-服にT髄索牌剤
に対する翻 申鹿が慮めで掛 ､｡然 も-方磁々の有線化




及び J)DT研究の30㌔ 20㌔ 00尊に放ける溶解度
･を恥 己して居るが Ⅰ-it.r{'metha鴫 に対する冊揮度に
関する文献は全く見当らないので光づ種鬼の泥渡に放
けるnitromethaneに月するp,p′-DDT及びO,p′-
DIJTの蒋解皮を測定 し (姉ユ衰)wTJ撃墜鵬 僚求め






























款に上述の卿 悦 はこれ病 臥 l卿 卜で p,1)′･-Dr)T
と･,p′-I)∫)Tと璃屯晶鳴禽に依る iT%TmT液剤につ
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の液を全部 ユOt)cc"一分液齢 トに移し,TP (｡itro-
mcth抑CP)杏 (C)rlに分取し更に r)-ユ0ccの
nitromethanc で (B) を批准闇 市の分液確斗に 移































































党の DDT 埴剤還漁法の値を僻 己LLた｡又拙旧跡,Tf
紬J'-桝こ DT)T が域仔するか否かを知る蝕こ,耶 山
へて 30分間煮沸後柿硝酸で中和した後 Volhard携
･防 虫 剰 ≡車 齢 .16蘭






















あるが,舘蛙少な愉碑乃執 ま磯伽 的 移寵に倣って惣
酬 1に少数の用 地湖 上ほれて来る｡このmlJlの数は
blanktestの癌合 40ccの石油よ()2.34Lg(5,9,%')




の襟には-担忙 その20分の ユが布田 -るわか ごある
から(魚体を エ00ccとしてその中から 5ccを縞 か
ら)その*には 0･ユ-0･才B･.の不離 が混在ずるわけ
であるO舞晩の部範2軍持戒した排にこの際淀め石軌


























m ethod , 形
たが原末の場合豊薮時春物 O,p:-JjDT は nit'r0-
metlianeにp',p'通DTのL望簡さ行按癖解し易く(実験






















































































































tliss()luti(m ald 1N mctha‡】(licpotassium































































鯉革のアルガ1才イド軌 磯基として頚感 な 屯のほ
5お
